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浦賀道を歩く（５回シリーズ） ＮＰＯ法人 よこすかシティガイド協会 
後援：横須賀市、横須賀市教育委員会 

 

 

浦賀道の概要 

江戸から浦賀奉行所へ通じる道は、東海道の保土ヶ谷宿から入り、江戸湾沿いに南下する東回り「浦賀

道」と戸塚宿から入って相模湾沿いに進み、三浦半島を横断する西回り「浦賀道」の二本の道があった。

西回りの「浦賀道」は、東海道戸塚宿の八坂神社前から東海道と分かれ、ほぼＪＲ横須賀線に沿って倉

田村小菅ケ谷村を通り笠間村、大船村を経て北鎌倉、鎌倉へと入って行く。雪の下・鶴岡八幡宮から若

宮大路を経て小町・大町から、鎌倉七切通しの一つである「名越切通し」を越えて逗子に入る。逗子か

ら葉山へかけては海岸沿いの道を行き、葉山の元町交差点から内陸に入り、一色の先から古東海道跡と

云われる山裾の鄙びた道を歩く。その先は上山口、衣笠、公郷を経て京急大津駅先で保土ヶ谷宿からの

「東の浦賀みち」に合流。この区間は旧道が多いのでノンビリと歩くことができる。大津からは矢の津

坂を超えて浦賀奉行所へ向かう。 

東海道から浦賀道へ 

戸塚宿からは柏尾川を渡り、吉田、大船を経て鎌倉に入るのが「鎌

倉道」である。東海道本線、横須賀線と並行する経路をとり鎌倉へ

南下する。鎌倉から逗子を経て葉山に至り、ここから三浦半島のほ

ぼ中心部を西から東に横断し、木古庭平作、衣笠、大津に至り、こ

こで江戸湾沿いの浦賀道と合流するのが「浦賀道」であり、三浦中

道とも呼ばれた。 

江戸から浦賀までは二十里（約７９ｋｍ）である。三浦半島を通る

この道は古代、日本武尊が足柄を超えて関東に入り、走水から房総

へ渡海した古代の古東海道と推定される。 

第２回 

第４回 

第１回 令和元年９月２８日（土） 

第２回 令和元年１１月２０日（水） 

第３回 令和元年１２月１４日（土） 

第４回 令和２年１月２５日（土） 

第５回 令和２年２月１９日（水） 

応募は各回締切日までにお願いします。

す。 

 



○新編相模の国風土記稿 

１２６巻江戸幕府官選の地誌１８４１年脱稿地

方史研究にも役立ち、地誌としてすぐれたもの 

○浦賀道見取絵図 

江戸時代、幕府は脇往還も含めた五街道の測量

図の作成を命じ、文化３年（１８０６）に通称

「五街道分間延絵図（ごかいどうぶんけんのべ

えず）」が完成した。この測量絵図は全９１巻あ

り、その中の１巻に浦賀道を描いた「浦賀道見

取絵図」がある。 

  

 

 

       

 

〇古東海道 

「うみつみち」「ヤマトタケルの道」 

浦賀道見取絵図 

浦賀奉行所 

○三浦半島の古道 

・古代の東海道  「うみつみち」 

「ヤマトタケルの道」 

・中世 鎌倉時代の道「もののふの道」 

・近世 江戸時代 浦賀奉行所設置（1720）   

脇往還  「浦賀道」① ② 

  

○２つの浦賀道 

西回り浦賀道② 

・東海道戸塚宿ないし藤沢宿→鎌倉雪ノ下

村→堀内村→下平作→浦賀 

東回り浦賀道① 

・東海道保土ヶ谷宿→金沢→浦賀 

○継立場村とは 

江戸時代の五街道やその脇往還に設けられた制度で、

馬、人足を待機させ幕府の公的な通行に人馬を提供す

る村 

○助郷 

周辺の村々に助郷役人馬が設定された 

○浦賀奉行所 

職務   

 ア、江戸出入りの船舶の検査監督 

 イ、幕府から預けられた村々の農政と裁判 

 ウ、近世後期、外国船に対する防備と応接 

 享保５年（１７２０）下田から移転『海の関所』の

時代から、異国船が増えるに従い、職務の重点が『海

防の関所』に変化 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E6%88%B8%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%94%E8%A1%97%E9%81%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%84%87%E8%A1%97%E9%81%93

